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演奏会のお知らせ（演奏会ラッシュです）


○京都市立堀川高校（貞松響さん出演）第40回オーケストラ定期演奏会


7月20日(土)18時開演。場所：京都コンサートホール（地下鉄北山駅下車）入場無料。


要事前申し込み（期間5月20日～7月10日）詳細はＨＰまたはチラシ参照。


○ラルコパレーノ演奏会（Ｓ池田公枝さん出演）


8月11日(日)14時開演。場所：ＳＡＹＡＫＡホール（大阪狭山市駅下車）入場無料


○ジョイフェスタ50


　8月11日(日)14時開演。場所：フェスティバルホール。（当団から約15名エントリー）。


○第６回万葉オペラ・ラボ講座「フィガロの結婚、魅力探訪」（福井雅志先生アルマヴィーヴァ伯爵で出演）


　8月18日(日)17時開演。場所：なら100会館ホール（ＪＲ奈良駅スグ）1000円。


○東京混声合唱団演奏会（� HYPERLINK "http://toukon1956.com/concerts/cn_130830.html" �いずみホール定期演奏会NO.18�）


8月30日(金)19時開演。場所：いずみﾎｰﾙ（環状線大阪城公園前下車）Ｓ席：4,000円→3,500円・Ａ席：3,000円→2,500円・Ｂ席：1500円(割引なし)。チケットお世話係　Ａ：森田・Ｔ：岡田さん。詳細は団ＨＰ参照


○太田真紀・松村多嘉代ＤＵＯリサイタル


　9月22日(日)14時開演。場所：ＳＡＹＡＫＡホール（大阪狭山市駅下車）一般2000円。チケット担当Ｔ古畑。








練習状況　６月２９日（土）カウントダウン後３回


和田先生の熱意は我々の大きな励みです。午後４時からソプラノの特練。６時からはソロの特訓。ありがとうございます。ＶＴはパートそれぞれの課題に即しての発声でした。


練習は翌日に備えて「みどりの風に」・「箱根八里」・「お菓子と娘」・「こきりこ」の順に通し練習をしました。その際「団員の鑑賞」の提案があって、貞松先生の後ろに二十人ほどが座って聴いてもらいました。そして意外な発言。「雪深いところで大雪が風もなくまっすぐ積もるとき、ほんとうにシンシンシンと音がするんです」と花岡さん。「こきりこの中のしんしんとー、の繰り返しはパートごとでなく一つの流れにしたら。」と楠本さん。貞松先生もみんなも「ほおー。ではやってみましょう。」そして「おお。いい感じ。」


　つづいてソロ入りの曲「からたち・城ヶ島・椰子の実・りんご追分・桜」


ソロさんがはまってきて、皆さんも楽譜をおろし、呼吸が合ってきました。


嬉しい事に太田真紀さん、福井雅志先生も駆けつけられ、指導者全員がお揃いでの見守りでした。


６月３０日（日）大阪狭山市合唱祭出演。事情で欠席の方もありましたが、「みどりの風に」・「箱根八里」・「お菓子と娘」・「こきりこ」をＳＡＹＡＫＡの小ホールで歌いました。１１時から和田先生のＶＴを受け、舞台で練習。。場所が違うと歌い方も変わります。「少し言葉をくっきりと出してください。」と貞松先生は響き加減を調整。１時３０分から鑑賞、第十一番目のステージでした。太田真紀さんが来場され「よかったですよ。」と笑顔。ホールの来場者、狭山の合唱団の皆さんも大拍手。「うまくいきましたね。」と貞松先生も頷かれていました。





団ＨＰだより：源田先生からのお便り さん 2013年 06月 05日 07時 34分 39秒 


源田先生からメールを頂戴しましたので以下転載させていただきます。おかつよし


「先日は演奏会のお知らせをありがとうございました。紙の厚い立派なチラシに、合唱団の熱い思いを感じました。来年の演奏会には初演していただけるよういい作品をつくりたいと思います。演奏会のご盛会をお祈りいたします。「みどりの風に」も7月から取り組みます。学生も、ひたすら合唱団に感謝しております。源田俊一郎」








練習状況　６月１日（土）カウントダウン後７回


和田先生は、練習前に今回のソロさんの特訓をやってくださいました。（テノーリも）ありがとうございます。自信がわいてきました。また先生は、ご自宅でも有志の特別練習をみてくださいました。


「バスさんは早い動きを、テノールさんはＦから動いてＰでよい響きを残すこと、アルトさんは豊かに歌ってソプラノさんとのやりとりをきれいに進めること、ソプラノさんは高い音域で響きを保つこと」などパート別発声をしてくださいました。


　練習曲は「海よ」・「みどりの風に」・「箱根八里・荒城の月・椰子の実・城ヶ島の雨・からたちの花」。


　先生の指示は細部の仕上げ。「海よ」のｐ１０。テノール「わかれの」と先行する箇所ではＷをきちっと出してテンポを合わせること。ｐ１５からの「わたしは手をあわせる、あなたにみえないちいさな手で」は言葉の固まりを活かして歌う。和田先生「もっとＰの箇所は響きを保って小さくして、聞き手に、ああ、いいなあと感じさせて。」


「みどりの風に」ではみんなしっかり歌ってきたのに、「アハ体験」。「Ｐ１５。むぎわらぼうし・・・のフレーズの、ピアノ演奏の右手のメロディを聴きましょう。」とてもきれいな旋律を井関先生が弾いておられるのです。源田先生はすごいですね。ピアノの旋律は、言葉はなくとも何かを伝えて鳴っている。そんな箇所は他の曲にもたくさんあります。もっと耳をウサギにして歌おう。


　抒情歌曲集ではソロとコーラスの絡みをやりまして、まずは先生達の頷きをいただけたようです。


なお井関先生は翌２日にご自分の本番出演がありながら本日も全面的にお世話になりました。先生、感謝です。どうか無理しないでください。（２日のピアノ演奏会すばらしかったです）





その後は「翼・・・」の英語確認。「心・・」「みどりの風に」の歌い込み。最後は「歌声・・」の手話練習。後ろ向きで鏡を見てやってみよう」との声かけ。これは効果がありましたね。


練習状況　６月２２日（土）カウントダウン後４回


和田先生の「スゴーイ」発声は高音の響きが伸びて気持ちいい声だしです。「今回の曲にはＰＰで響かせる箇所が多いので我慢の筋肉を鍛えましょう。」と実践的な練習でした。


７月の演奏会も近づき、まずは３０日ＳＡＹＡＫＡホール出演の準備です。「みどりの風に」「箱根八里・お菓子の好きなパリ娘」「こきりこ」の順に歌います。


「荒城の月・箱根八里・お菓子と娘」・「こきりこ・越中おわら」の仕上げ練習をしました。


先生からの主な指示です。


「同じ髙さの音が二つ続く箇所では押さない。言葉のかたまりの語尾は押さない。」など、歌詞の発音発声をくっきりさせる練習に重点がおかれました。「声を出さないで（無声音）でやってみよう。」言うならシャドウ合唱。これをやると子音の発声がそろってきますね。


今回も太田真紀さんが来られました。「お菓子の歌はわがままなパリジェンヌの雰囲気です。皆さんまじめ過ぎますよ。」との助言。太田さん・貞松先生の同じ言葉がありました。「暗譜で歌詞は覚えて指揮に集中出来てきたけれど、再度楽譜に帰って強弱や休符などの確認をしましょう。」


なお井関先生がお休みでＳ河合栄美子さんの代理ピアノ。ありがとうございます。








表 彰














　７月。やっと来た？ついに来た？第17回演奏会の月ですね。嬉しい事に16回演奏会以後、この一年の間に新たに加入された方がありました。その方々、休団中の方、今回出演を事情で見送る方を含めて、当団に関わってくださった全ての人のお陰でまた演奏会が出来るのです。毎回ながら演奏会前の１、２ヶ月は緊張ですね。潮が次第に盛り上がっていくようにそれぞれの曲が出来ていくと練習そのものの楽しさが一段と増します。先生方と皆さんに本当にお礼を申し上げたいと思います。





７月1日・作成責任及び文責　古畑　等





練習状況　６月１５日（土）カウントダウン後５回


今日は強化練習。午後１時開始。長時間なので和田先生は喉の疲労に配慮されてのＶＴ。音階のアップダウンをＦからＰへ繰返して我慢の筋肉の鍛錬に重点を置かれました。この訓練は非常に効果的です。今回の演奏曲の多くに、音量は引きしぼって響きをしっかり保つ箇所があるのです。


なお、先だって和田先生と井関先生は今回のソロの特訓をしてくださいました。


　練習開始は演奏順。以後は貞松先生の指示です。①「海よ」これは全体のトップですから、出だしが肝心要め。「言葉をはっきり。テンポを引きずらない」など。Ｐ９「人のどん欲さ・・」はまさに我慢の筋肉で。②「箱根八里」。「函谷関も・」の「も」は押さない。③「荒城の月」。④「椰子の実」。⑤「城ヶ島・・」。⑥「お菓子・・」Ｐ４０の「人が・・」の直前。二つのスタッカートは繰り返し合わせをやりました。その後、⑦「からたち・・」。⑧「まちぼうけ」と通しました。


休憩。その後９０分間、男声・女声で「ＨＡＮＡ」の歌いこみ。ソロも決定。ここでサプライズです。男声陣には久しぶりの「世界に一つだけの花」を「女声４部・男声４部」のダブルコーラスで歌ってみました。アンコールに入るかもしれません。


夕食休憩の後は６時再開。「富山・・３曲」。Ｐ７「さあおわらを・・」は「さ」にだけ＞がついています。


「こきりこ」は、イントロで「ささら・筑子」を実演します。堀川高校の貞松響さんを含めて５名の方の応援出演をお願いしています。楽しみが増えました。Ｐ３１から「こきりこの歌は・・」のテンポアップに遅れないこと。「むぎや」。Ｐ５１「喜びの歌・・」では、どんな喜びを伝えるのか、雪深い里の春の喜びを想って歌う。


　この練習中に太田真紀さんが来場。


「合唱は、指揮者が振る前に自分から歌う構え（ブレスなど）をとって歌い出さないと遅れます。」との助言がありました





練習状況　６月８日（土）カウントダウン後６回


　練習に先立って男声は４時からかがりホールにて「ＨＡＮＡ」「抒情曲集」のパート練をしました。和田先生・井関先生とＡ山澤さんが出てくださいました。ありがとうございます。なお、６時からはアルトの特練で和田先生はそちらもご指導くださいました。


　全体練習開始前の和田先生のＶＴ。シャンテ子は事情で７時前に着いたのですが、リハ室に入ろうとすると男声の「スゴ～～ィ・スゴ～～ィ」の発声が聞こえてきて「あれ？この声、どこの団かな」と一瞬思いました。バスの深い豊かな声とテノールの明るい響きが融和してプロ合唱団みたいな声なんです。こりゃさすが和田マジックやなあ。みんなすばらしい声ですよ。（本番のときもそう願いますよ。）。


練習曲は、まず手話確認「歌声を世界に」。本番ではこれは一番だけの二番なしですぐエンディングになります。


つづいてジュリアンさんで「翼・・」の英語発音練習。「wings」の歌い方は「ｉ」の音で伸ばすように。


以下は貞松先生の指示です。「ハピネス」の「Ｓ」は日本語の「す」ではありませんとのこと。続いて「心・・」では四カ所ある「オオ」は「うなる」ように。それから「翼・・」と「待ちぼうけ」を歌いました。


休憩後「富山３曲」の仕上げ。


「こきりこ」Ｐ２３．男声「山また山に囲まれた」まではめいっぱいノンブレス。「息が続く限り絞りだしていいです。」Ｐ２９「デデレコデン」はＴ１はおさえめに（すみませんテノーリ）。「デデ」をしっかり、「レコ」は遊ぶように。「むぎや」のｐ４３下段「手を離す」は小節いっぱいのばして切れないように。


「おわら」Ｐ５「風吹くな」は祈るように。「な」を出す前に引かないように。


「みどりの風に」を通して練習終了でした。





定演委員会：伊藤さん：15日の練習時に観客動員状況を聞きとり。（約７００名）。


　　　　　　なお「定期演奏会　構成進行案」プリント配布。演奏曲順・服装を確認してください。


岡団長から：・府合唱連盟：ジョイフェスタ・「歌集販売」関連プリント配布。


・今後のスケジュール：15日から7月27日までの練習など確定です。別紙確認。


太田真紀さん演奏会（９月22日）：Ｔ古畑より：チラシ配布します。チケット販売についてお世話しますので


ご協力よろしくお願いします。





６月２９日の練習時に表彰がありました。


 在籍１５年表彰　：Ａ天野節子さん、Ａ西村則子さん、Ａ山澤芳子さん


みなさんは平成10年に入団され、翌年の第4回定期演奏会（演奏曲：水のいのち）で


初舞台、以来、東混演奏会を含め今回で15回目の定期演奏会の出演となられます。


 


団長賞(団員栄誉賞)：Ｓ籾倉幸代さん、Ｓ福井聖子さん　　


籾倉さんは、団長の判断基準により贈呈。　福井さんは、合唱連盟発足時より18年に渡り


事務局担当者として無二の貢献をされてこられました。その功績に対し贈呈。














